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石川県重症心身障害児 (者)を守る会

全国重症心身障害児 (者)を守る会

石′:1県支部 会長 益子佳苗

石川にもこんな「家」欲しいね !

―――福井県国立北潟病院「ともしびの家」見学する 一―

かれてより入所の会員のみなさんから希望のあった福井県の北潟病院の「父母の会」
で作つた「家」の見学がようやく11月 28日に実現しました=当日は医王病院の会員が
=3名
参加されました。                      ・
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訪ねるきつかけは,守る会の会員から「私たちも年を重ねるにつれて子供たちを家へつ
れて帰つても世話ができにくくなってきた。・・・できれば病院のそばに子供と一緒に宿

泊できるような施設があったらいいね。」と言つた希望によるものです。

当日は,福井県の守る会会長「富田氏」の案内で施設の建設の経過及び運営についてエ
ピソー ドを交えて説明を受けました。

施設の建設のきっかけは,県外の入所者からの希望と,比較的高齢の保護者の希望によ
ります。ところが,「ともしびの家」を建設に当たりいくつかの問題点が生じてきました。

その問題点は,次のとおり指摘された。
1 保護者に施設の建設の必要性を理解してもらうこと。
2 国立病院の敷地に施設を建築する場合には,病院関係者 (特に病院長,事務局長)に
建設することの意義に理解を求め建設のについての許可を得る必要がある。

3 建物の建築計画 (建築場所 。設計・施工)を十分検討すること。
4 建築資金の調達計画を立てること。
5 施設の建築後の運営方針 (利用の方法)を定めること:
問題解決に当たり北潟病院の場合

1について

最初は 2"i棟 (各 40名 )の保護者の意見が分かれた。比較的高齢な保護者はその必要
性を理解してもらえたが,若い保護者には,実感がないのかその理由は不明であるが,な
かなか理解してもらえなかったが,結果的には, 2～ 3名 を残し理解を得た。
2につ いて

病院長,事務局長の理解が得られず苦労はしたが,幸い 3年目にたまたまこれらのこと
に理解を示していただいた。事務局長に巡り合い,こ との解決をみました。



3について

最初一般の業者に見積もりをしましたが,設計費建設費ともに予定額 (200o万 )を
越え一時は断念かと思われたが「父母の会」に建設に関係する人が存したことから費用面
を十分考慮した上で引き受けてもらいました。もちろん,設計段階では父母,特に母親の
意見を十分取り入れてしたものです。

4について

建設費は 2000万 とし, うち 1500万 を父母の負担とすることを目標とし, 500
万程度は後入金でまかなうとする計画でした。

そこで,具体的な父母の負担計画は次のとおりです。
原則として

1 1人 20万円  {80X20■ 1600万 円}(但 し保護者のいない者は除く)
納入方法    一時払いまたは 11～ 2年の分割方式
。 年金受給者は 20万円を拠出・
[t「重基軍:[」蔵壇tl[讐[サ:万円を拠出
* 現実には,役員の特別の協力により, 2,00,0万 を超える資金が集まりました。
5について

1 父母の会が当番制で管理する。       ｀

2 使用料は,宿泊者したときに保護者の分としてコ泊 2, 500円
3 経常管理費は,父母の会で負担 (年 2～ 3万)     

・

4 備品,修理等の管理費は建築資金の特別会計から支出する。
現実には備品類は寄付してもらった。

今回の視察を終えて,その状況がたいへんよかったものですから,参加者の誰ともな
く「医王にもできたらいいな―」との声が上がりました。

これからは,い くつかのパー ドルを乗り越えなければならないが,医王の「父母の会J
の理解を得ることが大事r♪るとつくづく感じました。
また,こ のような施設ができれば「父母の会Jの事業遂行にも,さ らに「守る会」の在

宅支援の一策としてのレスパィト事業等に活用できることを改めて確信しました。
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新 入 会 員 の 紹 介

全国守る会・・・正会員
田中隆司  岡部 昭
全国守る会・・・賛助会員
横井 透  小淵春美

彗 各

会員数現況

正会員 64名
在宅・入所を含む

賛助会員 25名
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第 3回巡回療育相談を終えて ☆な☆T☆
(加賀地区)に第3前号でもお知らせしたように10月 7日 (能登地区)10月 8日

回の巡回療育相談が行なわれました。

鮨啓地区

能登中部保健所を会場にして「笑みの会」の行事と運動して実施しました。
5人の親子の方が相談を受けられ、日頃の悩みや疑問点などを熱心に質問されてい
ました。昨年相談された蛸島のS君親子も来られて能登地区での就学問題についての
相談をされました。障害児の療育の場についても教育の場についても能登という地域
の問題の大きさが浮き彫りにされました。

加賀地区

小松市立和光学園を会場にして実施しました。当日は小松療育園の西川コーディネ
ーター、石川病院の滝沢医師もスタッフに加わって頂きました。相談の始まる前に小

淵園長の案内で国内の施設や療育の様子を見学させてもらいました。 |
相談を受けた 6人の親子の内4人は昨年からの継続の方で、和光学園の療育とお母
さん達の努力の中で大きく成長されており、スタッフー同感激しました。

相談の内容は食事やあそびなど日頃の関わり方から将来の就学についてまで様々で

したが、就学については今年度から一人でも地域の学校に障害児学級が設置できるよ
うになったことで少しは改善されたようです。

電Vlや=vl,■↓～ν__、へ´ψ｀ハ´ν～
ハ´ψ～´゙′

もヘレか″

巡回療育相談を継続して 越坂由紀子

石川守る会の巡回療育相談も回を重ねる中で、様々な地域格差に直面しています。在
宅で重い障害のある方を抱え生活していく上での様々な問題が浮き彫りになってきてい

ます。相談の中で解決できる問題もありますが、解決できなくてもスタッフの方がいっ
しょに考え、相談者に心を寄せていく・・・ 。そんな場面が増えてきたように思います

巡回療育相談の第 1回 目の相談者であった山崎さんは児童相談所や保健婦さんの指導
のもと「笑みの会」を設立され、能登に障害児のための施設をとがんばっておられ、た

くましいお母さんになられました。今回お会いして七尾市長宛に心身障害児通園施設建

設の要望書を提出されたことをお聞きし、「石川守る会」としても支援させて頂くこと

をお約束いたしました。

また、和光学園では細やかな配慮のもとに子ども達に愛情を注いで療育されておられ

る様子を見せていただき、これからは施設と医師、看護婦、言1練士との連携のさらなる

充実が望まれていると強く感じました。

来年は、是非、石川県の担当者の方々にも参加していただきたいと思ったものです。
スタッフとしてご協力いただいたみなさんには心からお礼申し上げます。
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